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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

「
班
長
会
」
開
催
結
果
に
つ
い
て

10
月
16
日
の
「
班
長
会
」
に
つ
い
て

は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

う
に
、
書
面
配
布
で
開
催
し
ま
し
た
。

班
長
会
構
成
員
の
班
長
、
理
事
、
推

進
委
員
、
三
役
全
員
に
、
役
員
会
で
審

議
承
認
さ
れ
た
班
長
会
資
料
を
配
布
し
、

資
料
確
認
の
上
で
書
面
受
領
書
へ
の
署

名
と
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

提
出
い
た
だ
い
た
受
領
書
は
２
１
３

通
と
構
成
員
２
８
７
名
の
過
半
数
と
な

り
、
班
長
会
は
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
今
号
と
一
緒
に
お
届
け
し

ま
す
「
班
長
会
資
料
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。秋

季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

環
境
部

10
月
に
回
覧
に
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

地
域
美
化
へ
の
参
加
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時

11
月
20
日(

日)

８
時
30
分
～

雨
天
時
は
27
日(

日)

に
順
延

清
掃
場
所

ブ
ロ
ッ
ク
割
り
図
に
基
づ
き
理
事

・
班
長
で
決
め
ら
れ
た
区
域

な
お
、
雨
天
中
止
の
場
合
は
７
時
30

分
ま
で
に
決
定
し
、
広
報
車
等
で
連
絡

し
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
で
出

ま
し
た
ゴ
ミ
袋
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
割
り
図

に
記
載
し
て
い
る
集
積
場
所
に
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
も
ち
つ
き
大
会

コ
ミ

福
祉
部
会

３
年
ぶ
り
に
、
年
末
も
ち
つ
き
大
会

を
行
い
ま
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

12
月
４
日
（
日
）

10
時
～
12
時

雨
天
決
行

場
所

中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

お
も
ち
の
配
布
は
、
11
時
か
ら
で
す
。

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

「
福
祉
募
金
箱
」

を
設
置
し
て
い
ま

す
。ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催
延
期

総
務
部

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
清
和
台
を
５
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ

ん
か
ら
身
近
な
意
見
・
提
案
な
ど
を
幅

広
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
自
治
会
の

運
営
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
会

議
で
す
。

会
議
メ
ン
バ
ー
の
民
生
委
員
児
童
委

員
が
今
年
12
月
1
日
に
改
選
と
な
り
ま

す
の
で
、
11
月
に
予
定
し
て
い
た
会
議

を
来
年
１
月
か
２
月
に
延
期
し
ま
す
。

開
催
日
時
は
決
定
次
第
連
絡
し
ま
す
。

３
自
治
会
情
報
交
換
会

大
和
、
多
田
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
、
清

和
台
の
３
自
治
会
情
報
交
換
会
を
11
月

12
日
14
時
か
ら
、
大
和
自
治
会
第
1
自

治
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

情
報
交
換
の
詳
細
は
次
号
で
報
告
し

ま
す
。

◎
優
良
運
転
者
近
畿
交
通
栄
誉
賞
受
賞

寺
田

祐
治

様
（
西
５
）

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



♳　12月度 資源回収カレンダー
新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ １・15日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ ９・23日

Ｂ2 西４、西５ ２・16日

Ｃ 東１、東２-３・４ 12・26日

D 東２-１・２、東３ 10・24日

Ｅ 東４、東５ ３・17日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM ９・23日

　※ 市の回収日ではなく、自治会の回収日に

　　 集積場所に出してください

ブロック・地番名

役
員
会
だ
よ
り
（
４
４
２
号
）

開
催

10
月
16
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
11
月
の
会
議
日
程

12
日

部
長
会

20
日(

日)
役
員
会

・
10
月
、
11
月
の
行
事
予
定

10
月
22
日

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

９
時
～
12
時

清
和
台
小

11
月
６
日

文
化
祭

10
時
～
15
時

清
和
台
南
小

お
楽
し
み
抽
選
会
実
施

(

詳
細
既
報)

11
月
13
日

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

(

詳
細
既
報)

11
月
19
日(

土)

交
通
安
全
講
習
会

(

詳
細

前
号
参
照)

11
月
20
日(

日)

秋
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

８
時
30
分
～

(

回
覧
参
照)

・
下
期
自
治
会
費
の
徴
収

・
赤
い
羽
根
・
歳
末
助
け
合
い
募
金

・
９
月
～
12
月

市
立
小
・
中
学
校

給
食
費
無
償
化

私
立(

含
、
未
就
学
児)

１
万
円

ギ
フ
ト
券
配
布

・
清
和
台
幼
稚
園
廃
園
に
つ
い
て

結
論
持
ち
越
し

継
続
審
議

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
宅
跡
地
再
開
発

(

前
号
参
照)

・
エ
コ
バ
ッ
グ
値
上
げ

(

前
号
参
照)

・
中
央
公
園
北
東(

虫
生
ダ
ム)

側
歩
道

安
全
灯

３
基
設
置
済

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
９
月
度
、
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

議
事
録
作
成
、
後
片
付
け

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

３
２
１
号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

・
広
報
板
管
理

（
環
境
部
）

・
公
園
管
理

虫
生
の
森
入
口
、
桜
の
枝
剪
定
済
み

下
大
畑
公
園
南
の
市
道
、
倒
木
に
よ

る
電
線
の
垂
れ
下
が
り
、
修
理
済

・
資
源
回
収
事
業

９
月
度
実
績

34
・
９
ト
ン
（
前
年
比
92
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
９
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児
誕
生
１
件
、
お
悔
や
み
４
件

・
敬
老
お
祝
い

対
象
者
に
お
届
け
済

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
、
の
ぼ
り

点
検
補
修
済

・
文
化
祭

抽
選
会
準
備

（
体
育
部
）

・
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

打
合
せ

・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

準
備

(

コ
ー
ス
下
見
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
他)

・
文
化
祭
サ
ポ
ー
ト
の
打
合
せ

（
安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ

11
号
基
更
新

市
に
補
助
金
申
請

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

１
件

東
３
市
道

バ
イ
ク
と
車

刑
法
犯
罪

４
件

自
転
車
盗

３
件

器
物
破
損

１
件

（
会
館
運
営
部
）

・
各
自
治
会
館
点
検

不
都
合
箇
所

業
者
に
修
理
依
頼

・
第
１
～
第
４
自
治
会
館

高
木
剪
定

業
者
に
依
頼
済

せいわだいにゅ～す 令和４年１１月１３日（２）

新
入
会
員

９
・
10
月
度

(

敬
称
略)

山
原

敏
雄

西
２



カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
、

土
と
一
緒
に

差
し
上
げ
ま
す

ご
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

連
絡
先

波
多
野

公
視

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
８
‐
１
３
３
５

住

所

東
４
‐
２
‐
24

救
急
車
が
足
り
ま
せ
ん
!!

全
国
的
に
救
急
件

数
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
川
西
市
で
も
年
々

救
急
件
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

１
１
９
番
す
る
前

に
、
救
急
車
が
本
当
に
必
要
か
、
自

家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
一
般
の
交

通
機
関
を
利
用
で
き
な
い
か
も
う
一

度
考
え
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
や

ケ
ガ
で
緊
急
に
病
院
へ
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
迷
わ
ず
１
１
９

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人

の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

賞
味
・
消
費
期
限
の

目
安
を
ご
存
知
で
す
か

食
に
携
わ
る
人
か
ら
「
ベ
ロ
メ
ー

タ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
わ
ず
か
な
味
の
違
い
を

舌
（
ベ
ロ
）
で
区
別
す
る
こ
と
で
す
。

賞
味
期
限
は
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や

カ
ッ
プ
麺
な
ど
、
品
質
の
劣
化
が
比

較
的
緩
や
か
な
食
品
に
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

消
費
期
限
は
、
弁
当
や
惣
菜
な
ど

日
持
ち
が
し
な
い
も
の
が
対
象
で
、

安
全
に
食
べ
ら
れ
る
期
限
を
示
す
年

月
日
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
年
間
に
１
人
当
た
り
推

計
48
㎏
も
食
べ
物
を
捨
て
て
い
ま
す
。

表
示
の
意
味
を
理
解
し
て
、
無
駄

を
減
ら
す
と
、
食
品
ロ
ス
対
策
は
家

計
防
衛
と
な
り

ま
す
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和４年１１月１３日

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

12
月
14
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

（
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
）

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※

参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

※

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
ま
す

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

11
月
23
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
ー
バ
テ
ィ
、
お
菓
子
付

※

清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護

相
談
コ
ー
ナ
ー
」

あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

12
月
８
日

（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
４
自
治
会
館

内

容

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
パ
ン

演
奏
会

※

飲
物
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

12
月
18
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

内

容

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
演
奏

（
ス
マ
イ
ル
）

参
加
費

１
０
０
円

※

清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

あ
り
ま
す

※

全
て
の
行
事
に
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

掲 示 板

食品ロス 643万トン



せいわだいにゅ～す 令和４年１１月１３日（４）

膵臓の病気としては膵臓がんと膵炎がよ

く知られていますが、今回は膵臓がんのお

話です。

ご存知のように膵臓がんは早期発見が困

難なため、予後は不良です。当院でも人間

ドック（腹部超音波も含めた）を毎年受け

ていながら末期膵臓がんとなったかたや、

採血で全く異常がなかった（膵酵素も含め）

にもかかわらず、採血の翌月に末期膵臓が

んと診断された方がいます。

早期発見のためには腹部エコーしかあり

ません。膵臓がんは喫煙、多量飲酒、病気

（肥満、糖尿病、慢性膵炎など）遺伝（血

縁者に膵臓がん）等が発症の危険因子にな

り、男性ではさらにリスクがあがります。

危険因子が多い方は人間ドックなどで積

極的にＭＲＣＰ等の詳しい検査をうける必

要があります。また、分枝型膵管内乳頭粘

液腫瘍の方は保険でＭＲＣＰという精度の

高い検査ができるので、定期的な検査がす

すめられます。現在保険診療でできる腫瘍

マーカーは高値を示したときに精査をして

も、早期発見はできません。最近の報道で

も知られているように午後の紅茶を飲み、

膵臓をより明確に抽出できる方法もありま

すが、この検査方法で検査できる施設は限

られています。体重の減少や背部痛の際に、

膵臓がんを気にして来院される方もおられ

ますが、膵臓がんでこれらの症状が出現し

た場合は末期がんを示唆しており、検査を

しても、手術可能な状態ではなく、すでに

精査の意味はないかもしれませんが、希望

される方は腹部ＣＴで簡単に精査を行って

います。

膵臓がんの治療としては、早期発見され

た場合は手術ですが、残念ながら早期発見

の場合でも予後は不良です。

次回は膵炎のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（85）膵臓

豊

岡

市

私
の
故
郷
は
豊
岡
市
日
高
町
で
す
。

平
成
の
大
合
併
前
は
城
崎
郡
日
高
町
、

日
高
町
の
前
は
三
方
村
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

私
は
三
方
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
豊
岡
高
校
の
18
年
間
を
故
郷

で
過
ご
し
ま
し
た
。
小
学

校
時
代
は
と
に
か
く
野
山

を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
「
何
で
」
と
い
う
宿

題
に
ド
ク
ダ
ミ
、
ド
ジ
ョ

ウ
を
持
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

ド
ク
ダ
ミ
は
売
る
こ
と

で
お
金
に
な
る
と
想
像
し

ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
か
っ

た
ド
ジ
ョ
ウ
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
に

な
っ
て
い
た
と
今
は
理
解
し
て
い
ま

す
。コ

ウ
ノ
ト
リ
は
、
今
や
豊
岡
の
代

名
詞
、
農
薬
を
使
わ
な
い
コ
ウ
ノ
ト

リ
米
は
価
格
も
良
く
栽
培
農
家
も
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
高
町
と
い
え
ば
、
や
は
り
神
鍋

で
す
。
私
の
母
も
冬
場
の
土
日
は
ス

キ
ー
民
宿
の
手
伝
い
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
冬
の
ス
キ
ー
客
は
減

り
ま
し
た
が
、
夏
の
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
、

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｔ
Ｖ
放
送
あ

り
）
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
１
年
を
通
じ

て
楽
し
め
ま
す
。

今
一
つ
は
植
村
直
己
記
念
館
で
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
で
展
示
の
充
実
、

「
ど
ん
ぐ
り
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
の
新
設
が

さ
れ
、
園
児
、
小
学
生
が
楽
し
め
る

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

融
雪
装
置
付
き
二

車
線
道
路
、
下
水
道

整
備
な
ど
小
学
生
時

代
と
は
雲
泥
の
差
の

あ
る
故
郷
で
す
が
、

山
、
川
、
蛍
、
雪
、

こ
う
い
っ
た
風
情
が

私
の
故
郷
で
す
。

西
４

平
尾

正
利

私

の

故

郷

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

第
２
自
治
会
館
ま
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。


